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  は じ め に 
 

 このソフトウェアはストレーター（TC-2）と PC の通信のためのサンプルソフト

ウェアです。 
 このソフトウェアは全ての PC での動作を保障するものではありません。 
 このソフトウェアを使用したことで発生した問題について当社は一切責任を負

いません。 
 このソフトウェアの配布は自由ですが、所有権は中央精機にあります。 

 
 
 

  環 境 ・ 接 続 
 
 
環境 

サンプルソフトは次の環境で動作確認を行いました。 
PC  IBM/PC 互換機 （DOS-V） 
OS  Windows2000 SP2 
言語  Microsoft Visual C++ 6.0 
通信  RS-232C （COM1 を使用） 
ケーブル ストレーター付属ケーブル（ストレート：25-25 ピン） 

 変換コネクタ 25 ピン－9 ピン変換コネクタ 
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  操 作 
 
RS-232C ケーブルでストレーターと PC の COM1 ポートを接続します。 
付属の CD の Debug フォルダを開くと、以下のようなファイルがあります。 
 
 

 

 
 
 
TC-2.exe をダブルクリックで起動します。下記画面が表示されサンプルソフトが起動されます。 
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（１） 測定条件の設定 

ストレーター→測定条件設定を開きます。測定条件のダイアログが表示されます。 
 

分割数：全体の分割数です。 
 実際の測定点数－１の値となります。 
 
サンプル名： 
 画面表示の試料名です。 
 
OK ボタンで保存されます。 

 
（２） 測定開始 

ストレーター→測定開始条件設定を開きます。測定のダイアログが表示されます。 
 

 
 
測定位置に移動して、データ取得ボタンを押すと。現在のストレーターの値が読み込まれま

す。データ取得ボタンを押すたびに現在の測定点数と H,V,Y,,P の測定値が表示されます。 
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データ取得を分割数＋１回行なうと、自動的に測定ダイアログが消えて測定結果のグラフが

表示されます。 

 
 
 

（３） Text（CSV）データの出力 
画面にグラフが表示されている状態で。「ファイル」→「CSV で保存」を選択します。画面

にはWindows標準の保存ダイアログが表示されますので、名前を付けて保存してください。 
 

 
 
保存される拡張子は“CSV“です。 
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Text（CSV）ファイルの出力例 
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